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全
国
朝
日
交
流
会

介
護
保
険
制
度
Q
＆
A

平
成
日
年
度
町
政
功
労
表
髭

ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

国
体
ゲ
l
ト
ボ
ー
ル

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

ま
ち
の
う
ご
き

ふ
く
し
の
窓

く
ら
し
の
情
報
室

あ
さ
ひ
の
美
術

也い

お米を食べて元気な朝日つ子に
一泊中部保育所で米消費拡大をPR-

米の消費減少に歯止めをかけ、子供のうちから米を中

心とした食生活の良さをアピールしようと8月18目、泊
中部保育所で町職員による寸劇などが被露されました。

町職員がアンパンマンとライスマンにふんし、 「ご飯に
はたくさんの栄養があるんだ、食べると元気になるよJ
とお米の良さを PRしたのをはじめ、米博士がお米の豆
知識も紹介。園児たちは ［ご飯をたくさん食べるよJと
元気に返事をしていました。

⑤ 広報あさひは資源保護のため湾生紙を使用しています
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全
国
の
「
朝
日
」
と
名
の
付
く
町
村
が
一
堂
に

集
ま
り
「
第
4
回
全
国
朝
日
交
流
会
・m富
山
」
が

7
月
幻
目
、
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
各

町
村
の
相
互
理
解
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
こ
の
模
様
と
全
国
の
朝
日
町
・

村
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

山
、伊ロ田1n 

f全国朝日連絡協議会災害時相E応援に関する協定jに調印する全国の朝日町・村の首長ら

災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る

協

定

を

調

印

交流会
A
K
川
に
「
明
日
」
と
名
の
付
く
町

村
は
、
白
山
山
の
捌
け
町
を
A
パ
め
9

つ
の
’
H
治
体
が
あ
り
ま
す
。
A
七
同
朝

日
交
流
会
（
明
日
サ
ミ
ッ
ト
）
は
、
各

町
村
の
間
山
凡
や
文
化
に
つ
い
て
町
併

を
派
め
、
辿
刑
制
を
強
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
寸
前
性
化
を
日
指
し
年

l
N開

催
。
第
l
回
は
平
成
8
年
に
北
海
道

の
胡
川
町
で
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に

制
作
汁
、
山
形
の
む
行
制
川
町
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
日
山
県
側
日
町
で
の
開

催
は
今
回
が
初
め
て
で
、
待
自
治
体

の
首
長
、
職
員
を
は
じ
め
、
町
か
ら

は
議
会
や
心
骨
髄
団
体
の
代
表
ら
合
わ

せ
て
約
刊
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
川
の
交
流
会
で
は
、
災
計
が
発

生
し
た
場
合
に
応
急
対
策
や
復
旧
対

策
、
応
援
体
制
に
協
h
H
す
る

「全
同

情
川
辿
絡
会
災
山
内
時
制
ば
…
ル
般
に
凶

す
る
協
－M
」
を
訓
印
。
協－
M
に
は
、

災
刀
附
の
食
料
や
猷
料
水
、
生
日
必

．
術
品
、
院
銭
円
山
な
ど
の
桜
山
川
や
職
以

の
派
出
な
ど
が
峨
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
「A
K
川
に
向
け
た
州
日
か
ら
の
発

ハ
い
に
つ
い
て
」
と
出
し
た
訟
は
交
換

会
で
は
、
各
臼
治
体
が
主
嵯
峨
策
や

特
徴
な
ど
を
鮒
介
し
な
が
ら
、
地
域

日

情
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
が

報
竹
さ
れ
ま
し
た
（
4
、
5
ペ
ー
ジ

全国朝

で
紺
介
）
。

7
月刊
ω
日
に
は
、
オ
ー
プ
ン
し
た

ば
か
り
の
ヒ
ス
イ
桝
伴
オ
l
ト
キ
ャ

ン
プ
財
ゃ
な
な
い
ろ
K
A
N
、
ふ
る

さ
と
兵
術
館
な
ど
川
内
の
胞
投
を
制

察
し
ま
し
た
。

このAK同州川災協会は来年、

山形県明川村で開削されます。

町村名
北海道 山形県 山形県 新潟県 富山県 長野県 福井県 厳阜県 二重県
朝日町 朝日村 朝日町 朝日村 朝日町 朝日村 朝日町 朝日村 朝日町

総面械（km2) 522 569.17 196.73 629.32 227.41 70.63 45.47 187.37 5.99 

総人口（人） 2,036 6, 155 9,761 12,819 16,677 4,888 9,874 2,217 6,857 

世手持数 890 1,440 2.607 3, 173 5, 112 1,310 2,790 603 2,325 

産業別人口（人） 1.225 3,248 5,435 6,899 9,289 2,542 4,780 1.195 3,648 
ー
農業相生産額（百万円） 1,259 1,750 4,066 8,411 2,514 2,956 765 721 252 

製造品出荷額（百万円） 1,494 4, 120 11,332 5,253 13,784 1 .136 1 411 702 94,412 

商品販売額（百万円） 2.515 2.968 7,636 130 17,039 4,812 527 1.231 10,019 

観光地利用数｛干人） 91 673 318 452 489 74 222 165 
ーー咽ー」．圃幽圃ー

山形県朝日町
山形県のほほ中央部に位置

し、「リンゴとワインの里j

として知られる。特に「無袋

ふじjは日本一の折り紙がつ

いている。

三重県朝日町
三重県の北部に位置し、北

部は丘陵地帯、南部は平坦地

街。東芝三重工場を誘致以来、

農村から工業の町となってい

る。

長野県朝日村
本州のほぼ中央に位置する

農山村。準高冷地を生かした

野菜作りは、高い土地生産性

と労働生産性を誇る。

岐阜県朝日村
阪阜県高山市の東南に位置

する山林地需の村。主な産業

は農林業。近年はスキー場を

中心に観光地として人気を集

める。

村の紹介

全国の朝日

． 全国の朝日町

『数亨で男た』

数値 ：i面積、人口、也事移は平成lU王4月1日現在、他lま最近のデータ。

北海道朝日町
北海道の中央よりやや北に

位置する農林産業の町。面積

の大部分を山岳森林が占め

る。スキーのジャンプ競技が

盛ん。

山形県朝日村
山形県のほぼ中央部に位置

し、面積の94%が山林を占

める純山村。幻の巨大魚 Iタ
キタ口ウJのいる村として知
られる。

新潟県朝日村
新潟県の北東部に佐置し、

主な産業は農林業。全国の村

では2番目という広大な面積
を有している。

福井県の中央、越前平野の

西端に位置し、主な産業は農

林業。近年は大規模な住宅団

地が造成されている。

福井県朝日町

． ， 

-3 



有
北海道朝日町

武市昇町長

北
海
道
朝
日
町
は
今
午
で
間
町
印

川
年
を
迎
え
ま
す
。
入
門
は
2
、
0

4

0
0
北
海
道
で
は

一
的
人
川
の
少

な
い
町
で
す
。
結
近
は
こ
の
人
U
の

少
な
い
こ
と
を
逆
手
に
と
り
P
Rを

し
て
い
ま
す
。
町
の
而
般
の
位
%
は

獄
林
が
山
め
、
川
の
M
ぃ
件
版
業
は
内
同

業
と
林
産
業
。
内
町
議
に
つ
い
て
は
低

農
薬
、

有
機
農
法
に
取
り
組
ん
で
い

山
形
叫
で
2
番
口
に
ト八
き
な
而
制

を
有
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
何
%
が

山
地
で
す
。
人
口
が

6
、
2
0
0
、

刈
附
化
本
が
幻
%
。
判
の
以
幹
・
陀
業

は
山
浪
で
す
が
、
最
近
州
以
来
が
雌
し

い
こ
と
か
ら
、
村
の
観
光
州
判
山
町
を
々

え
、
観
光
点
業
に
発
旭
の
い
恥
険
を
凶

ろ
う
と
、

「活
h
H
の
あ
る
交
流
文
化

村
を
つ
く
ろ
う
」

を
基
本
構
想
の
テ

信号
長野県朝日村

上傍照夫村長

制
日
村
の
け
椛
幹
純
泉
は
出
来
で
す
。

民
業
と
い

っ
て
も
中
心
は
、…
い同
似
野

菜
作
り
で
、
全
凶
訂
作
地
に
新
鮮
な
野

市
ボ
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

刈
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
5
年
に
向
山
ハ
ウ
ス
を
他
社
。

こ
の
施
設
は
ハ
イ
テ
ク
野
菜
的
生
熊

3
a
L

・

．上
場
で
、
術
研
削
、
温
度
管
理
、
か
ん

水
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ

っ
て
制

福井県朝日町

青木広栄助役

制
朴
汁
山
朝
日
川
の
人
川
は
9
9
0

0
出
3

川
担
造
成
な
ど
を
し
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
l
万
人
に
川
か
な

い
脱
状
で
す
。
A
K
川
に
向
け
た
発
一
い

と
し
て
は
、
平
成
3
年
か
ら
一
川
井
県

が
行
っ
て
い
る
観
光
物
必
以
が
、
点

点
と
大
阪
で
あ
り
、
聞
の
観
兆
と
物

席
を
P
Rし
て
い
ま
す
。
平
成
5
年

に
は
ち
町
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
作

林
産
業
は
山
の
原
木
が
不
足

す
る
な
ど
の
探
題
を
抱
え
る
な
か
、

付
加
州
側
の
山
川
い
製
川
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
す
。

キン
l不ljま
ジ j円た
ヤで
ン きこ：i
プる町
fl 40に
カZm は
あとオ
り60 I 
m lレ
級シ
Uコl
スス

今
年
も

す
で
に
2
凶
の
全
日
本
級
の
大
会
を

附
慨
。
今
後
も
こ
の
ジ
ャ
ン
プ
台
を

日
川
し

「什
耐
の
川
ご
と
し
て
、

A
K

岡
各
地
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
迎
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

約
2
、
0
0
0
人
と
い
う
小
さ
な

川
で
す
が
、
町
に
あ
る
火
山
然
を
れ

効
に
利
同
し、

今
後
町
政
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ー
マ
に
収
り
制
ん
で
い
ま
す
。

中l
村

μ
は
年
間
初
万
人
の
制
光
符

が
訪
れ
、
制
光
収
入
は
州
民
業
収
入
に

も
っ
と
観
光
に
的
傾

的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
孜
が
村
を

P
Rす
る
に
は

「
的
と
動
」
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
『
静
」
は
山、

川
、
森
、

歴
史
。
「
動
」
は
村
の
行

う
4
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
れ
ら
を

匹
敵
し
ま
す
。

有
効
に

P
R
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

川
川
を
利
川
し
た
パ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン

プ
を
円
本
初
の
常
設
す
る
な
ど
、
日

近
で
は
パ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
村
と

し
て
知
ら
れ
、
打
者
を
中
心
に
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。

御
さ
れ
、
年
間
l
、
5
0
0
μ
本
の

簡
を
供
給
。
野
菜
の
版
H
M
尖
組
は
約

A
M
億
円
で
、
こ
の
内
苗
ハ
ウ
ス
が
こ

れ
か
ら
の
山
菜
の
支
え
に
な
っ
て
い

く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
施
設

が
完
備
し
、
全
戸
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
を

品
川
。
村
や
政
協
の
相
川
却
を
作
家
出

と
の
双
方
向
で
利
川
し
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
福
祉
の
分
野
に
も
市
川
し

て
い
き
た
い
と
研
究
し
て
い
ま
す
。

制
作
、
引
川
紀
に
向
け
た
以
上
中
附

恕
を
筑
記
し
て
い
ま
す
。
人
ハ
5、

0
0
0
人
述
成
を
契
機
と
し
て
、
削

る
く
住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
巡
進
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

り
た
い
と、

A
K
M
門
に
作
品
を
鋭
的
取
し
、

2
山
を
選
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ

成
6
年
に
は
朝

H
町
hu福
井
総
合
植

物
園
を
作
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
的
報

発
い
い
を
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
は
ホ
ッ
ケ
ー
続
技
が

山
叫
ん
で
す
。
川
和
的
年
に
川
体
が
行

わ
れ
、
川
が
ホ
ッ
ケ
ー
の
ト
仁
会
助
と

な
り
、
以
米
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て帥批
准
し
て
い
ま
す
。

中1
川
は
「
越
の
大
徳
」
と
呼
ば
れ

た
ぷ
治
大
川
ゆ
か
り
の
地
、
そ
し
て

織
凶
作
川
良
な
ど
の
武
l
sが
愛
し
た
字

若
舞
発
祥
の
地
で
も
あ
り
、
「
ぷ
湾

大
師
と
宰
若
舞
の
ふ
る
さ
と
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
い
ま
す
。

阿巴よる． 全国の朝日町「全国｛之向け定
損交貝意朝日からの発信｛之ついて』

山形県朝日町

清野隆町長

「リ
ン
ゴ
と
ワ

山形川山小川相
H
町
は

イ
ン
の
町
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
し
て
い
ま
す
。
人
け
は
9
、
7
8

0
、
高
齢
化
率
は
ぬ

・
4
%
と
県
内

で
も
高
い
方
で
す
。
産
業
に
つ
い
て

は、

m
l次
、
引
2
次
、
第
3
次
尚

業
が
そ
れ
ぞ
れ
約
初
%
ず
っ
と
、
均

衡
の
と
れ
て
い
る
町
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た、

当
制
に
は
最
上
川
が

朝
H
村
は
、

問
内
の
村
で
は
2
4
m

日
に
大
き
な
而
梢
を
有
し
て
い
ま
す
。

面
積
の
ω
%
は
山
休
で
、

主
席
業
は

出
来
、
水
稲
が
山中
心
と
な
っ
て

い
ま

す
。
人
け
は

i
3
、
0
0
0
刷
で
過

雌
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
最
近
は
制

光
に
も
力
を
人
れ
、
迫
の
駅
な
ど
を

利
川
し
、
交
流
入
U
を
明
ゃ
し
な
が

ら
、
村
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と

厳阜県朝日村

木本新一村長

仙
川
村
は
刈
山
市
の
い
米
市
に
此
川

し
た
山
村
で
、
人
日
は
2
、
2
0
0

科
位
、
一
日
川
齢
化
不
は
お
%
を
越
え
て

い
ま
す
。
主
な
い
H

作
業
は
山
林
業
で
す

が
、
日
以
近
は
いけ川冷
地
野
菜
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
桃
地
が
少
な

い
の
が
悩
み
で
す
。
ま
た
、
中
1
村
で

は
、
北
円
か
ら
利
午
生
泌
を
行
っ
て
い

ま
す
。
訂
以
は
般
牧
を
し
て
、
冬
は
山
首

－
－
－
市
以
明
日
川
は
川
以
海
道
に
治

っ
て
発
脱
し
た
川
で
、
川
和
m
U
年
に

町
制
施
行
以
来
、
A

J

作
で
必
附
年
を

迎
え
ま
し
た
。
中l
川
の
ド
氷
迫
摂
備

は
A
K
川
で
も
進
ん
で
い
て
、
平
成
は

年
に
は
全
て
の
公
共
ド
水
道
が
完
備

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
間
交
流
に
つ

い
て
は
、
平
成
5
年
か
ら
全
国
の
朝

日
町
・
村
ヘ
ザ
ど
も
M
士
の
交
流
し
、

4-

果
樹
栽
暗
に
適
し
て
い
る
地

域
と
い
う
こ
と
で
、

出
れ
、

リ
ン
ゴ
の
必
用

を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
リ
ン

ゴ
を
は
じ
め
町
に
あ
る
も
の
を
打
効

全
凪
に
P
R
し
て
い

に
活
川
し
て
、

き
た
い
と
が
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

則
前
の
九
%
が
山
林
で
、
そ
の
う

ち
の
河
%
が
問
引
林
。
凪
ハ
付
林
を
い伺

し
て
い
る
町
で
、

川
民
の
財
産
を
守

っ
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
点柿

林
交
付
税
の
ほ
か
に
新
た
に
緑
林
交

付
金
も
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
森
林
に
対
す
る
思
い
や
り
あ

る
自
治
体
に
は
、
そ
れ
相
官I
の
交
付

金
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
運
動
も

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
山
形
県

明
日
村
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら

綿
々
な
分
野
で
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。全
同
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て

は
、
広
報
紙
や
村
の
特
産
品
を
村
山

身
行
に
州
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内

部
固
の
制
U
村
の
ふ
る
さ
と
会
と
の

親
睦
を
凶
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か

各
種
の
物
産
展
に
参
加
し
、
村
の
P

R
を
杭
傾
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
村
は
、
点
以
都
の
泊
瀬

市
と
姉
妹
都
市
を
悦
桝
し
て
い
ま
す
。

山
村
と
都
市
が
山
菜
純
消
、
文
化
の

交
流
を
肉
り
な
が
ら
、
地
域
の
活
性

化
を
同
指
し
て
い
ま
す
a

A
T
H

で
飼
う
と
い
う
万
式
で
、
飛
脚
午

を
8
0
0
頭
近
く
飼
っ
て
い
ま
す
。

特
に
μ
齢
行
が
山
け
か
ら
の
牛
飼
い
に

愛
着
を
持
ち
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

お
か
げ
で
、
朝
日
牛
も
高
値
で
取
り

引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。

副
代
、
吋
村
で
は

「ホ
テ
ル
に
な

っ
た
村
」
と
い
う
川
州
を
進
め
て
い

ま
す
。
この判中川
州
は
、
村
の
以
さ
を

生
か
し
て
、
門
の
出
家
の
他
物
に
制

約
し
て
も
ら
い
、
品
川
辺
ホ
テ
ル
と
は

泌
っ
た
災
同
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
う

も
の
で
、
い
け
川
山
市
の
山
内
州
政
と
し
て

制
光
存
を
呼
ぼ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

観
光
は
中
1
村
に
と
っ
て
も
大
切
だ
と
、

制
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

以
い
の
町
村
の
附
係
を
深
め
て
い
ま

す
。
一

方
、
川
際
交
流
で
は
カ
ナ
ダ

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
、
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
を
し
な
が
ら
、
チ
ど
ち
た

%
に
悦
野
を
深
め
引附い
紀
に
向
け
、

見
聞
を
広
め
て
ち
ら
い
た
い
と
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

劇
作
、
中
l
町
で
は
却
2
u
n
仰
や
バ

イ
パ
ス
な
ど
の
仁
川
け
が
進
め
ら
、
ギ

成
凶
作
に
は
完
成
予
定
で
す
。
イ
ン

タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
も
品
け
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
ぃ
父
辿
の
州
叫
が
ま
す
ま
す
－
U

く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
明
円
町

・
村
の
い
父
流
を

一
つ

の
魁
と
し
て
、
互
い
の
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。-5 



介
護
イ呆
険
Q 

L
ど
う
い
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

J
良
い
の
か
、
本
人

・
家
族
の
希

望
を
時
重
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
す
る
段
階

で
、
介
護
支
援
専
門
員
（ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
）
に
相
談
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
当
分
の
問
は
介
護
支
援
日
専

門
口
の
数
が
少
な
い
の
で
、
川
で
介

護
支
偲
専
門

μを
斡
旋
す
る
形
に
な

り
ま
す
。

－

a
要
介
誕
度
の
更
新
期
間
が
6

E
ヶ
月
と
の
こ
と
で
す
が
、
状

態
が
著
し
く
悪
化
し
た
場
合
は
、
そ

れ
よ
り
早
い
段
階
の
見
直
し
は
可
能

で
す
か
。

k
．波
介
護
度
認
定
の
更
新
聞
聞
は

i
i
原
則
6
ヶ
月
で
す
が
、
著
し
い

状
態
の
変
化
が
見
ら
れ
る
場
合
、
巌

照

3
ヶ
月
で
更
新
の
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

－

a
現
在
、
特
別
聾
護
老
人
ホ

l

E
ム
「
有
礁
苑
」
に
入
っ
て
い

ま
す
が
、
認
定
の
結
果
、
要
介
護
度

が
低
か
っ
た
場
合
も
引
き
続
き
入
所

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
。

L
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
す
る
wr

J
成
川
凶
作
4
月
l
H
に
、
特
別
長

選
老
人
ホ
l
ム
に
入
所
し
て
い
る
店

い
い
つ
い
て
は
、
服
従
介
選
認
定
の
結
決

に
か
か
わ
ら
ず
5
年
間
は
、
引
き
続

き
入
所
で
き
ま
す
。
た
だ
、
入
所
背

の
介
護
度
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
、
負

帝d
度＆ 
A 

介
護
保
険
に
理
解
を
深
め
る

各
地
区
ご
と
の
説
閉
会
を
開
催

平
成
は
年
・

4
月

l
H
か
ら
、

社
会
全
体
で
支
え
る

介
護
を

「介
選
保
険
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
。

朝
日
町
で
は
、

人
治
川
町
、

下
奈
川
町
と
で
椛
成
す
る
新
川
地
域
介

護
保
険
組
合
を
設
な
。
介
滋
保
険
の
引

務
を
能
率
的
に
行
う
ほ
か
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
効
半
的
な
提
供
や
要
介
護
認
定

の
公
平
性
の
確
保
、
保
険
料
の
平
準
化

な
ど
に
協
力
し
て
取
り
組
む
た
め
の
準

J.U 
1'11~ 
Jlj 

町
で
は
、

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
民
の
方
に
こ
の
介
護
保

険
制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と

8
月

6
日
か
ら
、
各
地
区
単
位

で
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

月
は
、
こ
の
説
明
会
で
質
問
の
あ
っ
た

も
の
を
い
つ
く
か
紹
介
し
ま
す
。

担
金
が
追
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

－

a
現
在
、
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
l

E
・

ピ
ス
を
無
料
で
利
用
し
て
い

る
の
で
す
が
、
新
た
に
申
請
の
必
要

が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
介
護
保
険

制
度
が
導
入
さ
れ
る
と
ど
う
な
り
ま

す
か
。
L
現
在
の
ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
i
ピ

J
ス
は
、
所
得
に
応
じ
て
1
時
間

餓
料
1
9
5
0円
の
料
金
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
介
護
保
険
制

叫
が
綿
入
さ
れ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
料

の
l
川
ね
判
と
な
り
ま
す
。
要
介
d

wω
定
を
受
け
、
そ
の
計
画
の
中
で
サ

ー
ビ
ス
を
利
川
す
る
と
い
う
形
に
な

る
た
め
、
新
た
に
申
請
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

－

a介
護
保
隙
を
1
市
3
町
で
構
成

医

す
る
新
川
地
域
介
護
保
隙
組
合

で
行
う
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
。

K
広
域
で
1
つ
の
サ
ー
ビ
ス
拠
点

J
が
あ
れ
ば
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
1
つ
の
町
だ
け
で
し
ょ
う
と
す

る
と
、
そ
の
分
負
担
一
が
大
き
く
な
り
、

効
本
も
恋
く
な
り
ま
す
。
広
域
で
す

る
掛
合
、
協
活

・
品川
議
で
決
定
さ
れ
、

川
の
思
い
ど
お
り
の
保
険
述
営
が
で

き
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
欠
点
は

め
る
も
の
の
、
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的

な
促
供
、
財
政
の
安
定
化
等
の
即
日
州

を
々
え
れ
ば
、
利
点
の
ほ
う
が
大
き

い
と
い
う
こ
と
か
ら
で
す
。

「由lー甲山田ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー寸

I 'IL成12:!1'-4 Hから介護保険制度がスタート します。介護保険からの介護サーピスを利用するには、申請
lをして 『民介護認定』を受ける必要があります。
I 平成 l l ~~~ I O川 l 円から 『要介護認定』 の申請を受け付けますので、介護が必要になり介護サービスを

1受けたい刀は次のとおり巾前してくださし、。なお、申請は代聞の方でも結椛です。

の申請が始まります。『介護認定J平成11年10月から

－

a
介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス

医

を
利
用
し
な
い
人
は
、
加

入
・
支
払
い
を
し
な
く
て
も
よ
い
の

で
す
か
。

hl
〈
川
辺
似
険
制
度
は
社
会
全
体
で

J
支
え
て
い
く
仕
組
み
で
す
か

ら
、
山
叩
成
以
L
L
の
す
べ
て
の
同
民
が

加
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

－

a
保
隙
料
と
し
て
納
め
た
金
額

！
 
’E
は
、
死
亡
時
に
還
っ
て
く
る

の
で
す
か
。

L
介
准
保
険
制
位
は
任
会
保
険
の

J

一
一
州
で
す
か
ら
、
納
め
た
保
険

料
の
出
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
以
鮒
保

険
と
川
じ
よ
う
に
々
え
て
く
だ
さ

－

a
年
盆
を
も
ら
っ
て
い
る
人
は
、

！
 

E
－

保
隙
料
が
天
引
き
さ
れ
る
と

聞
き
ま
し
た
。
そ
の
手
続
き
は
、
新

川
地
域
介
護
保
険
組
合
で
や
っ
て
く

れ
る
の
で
す
か
。

K
ま
ず
、
社
会
保
険
庁
な
ど
か
ら

J
リ
ス
ト
を
い
た
だ
き

mAけ
し
ま

す
。
そ
の
後
、
保
険
料
を
決
定
し
て
、

新
川
地
械
介
必
保
険
組
A
H

の
方
で
、

社
会
保
険
庁
な
ど
へ
請
求
の
手
続
き

を
収
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

－

a
介
護
認
定
の
た
め
の
訪
問
調

！
 

E
E園
萱
は
ど
の
よ
う
な
方
が
行
う

の
で
す
か
。
ま
た
、
判
定
に
不
服
の

あ
る
場
合
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

｛申請受け付け窓口］

1 朝日町役場他胤悩tll：源 f.,•j齢福祉係 官83ーl100（内線 I4 4) 

新川地域介。i護保険組合 tt57-3303 

－ 巾 ~11i. 1 ~ は健康福祉課にあります。 （ 9 月 20日（月）以降）

｛受付時間］

月附トl～金曜日（祝日 ・年末年始は除きます）

午前811年30分から午後51時まで

※なお、第1月－被保険者（65歳以上の方）で現在何らかの在宅柄枇サービス（デイサービス、デイケア、シ

ョートス7ィ、ホームヘルプサービス）を利則している万には、 9)l 中に巾前~を本人あてに送付しま

す。特>JIJi定議老人ホームに入所巾の方には、入所施設へ申，：1'1,1｝を送付します。

6-

h
h

新
川
地
域
介
護
保
険
制
代
ま
た

J
は
役
場
職

μが
行
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。
日付
門
的
な
u
d
m
bあ
り
ま

す
の
で
、
保
仙
川

・
行
迎
い州
な
ど
の

専
門
的
知
識
を
h

付
す
る
臨
む
が
行
う
の

で
、
適
正
な
訓
作
が
行
わ
れ
る
と
々

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
認
返
に

不
服
が
あ
る
山
制
作
は
、
出
の
介
護
保

険
・
稀
徒
会
に
不
服
巾
立
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

要
介
護
認
定
に
、

か
か
り
つ

l
 

E
E圃
け
医
の
意
見
書
は
反
映
さ
れ

る
の
で
す
か
。

、
主

ω小
川
知
減
を
作
っ
た
行
が
淵
出
H

J
f
に
う
か
が
い
、
結
以
が
コ
ン
ビ

ム

l
タ
ー
で
判
自足
さ
れ
ま
す
の
そ
の

鮎
川
ボ
及
び
か
か
り
つ
け
似
の
必
以
川

を
以
に
し
て
、
以
終
的
な
泌
介
必
川
附

川
叫
が
介
必
必
辺
市
代
会
で
判
記
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
け

－

a
痴
ほ
う
の
陽
台
、
家
族
に
し

E
E園
か
痴
ほ
う
の
状
態
が
わ
か
ら

な
い
場
合
が
あ
リ
ま
す
が
、
ど
う
対

応
す
る
の
で
す
か
。

L
訪
問
訓
市
川
に
は
い
蜘
ほ
う
に
聞
す

J
る
設
問
も
あ
る
う
え
、
酬
は
う

か
か
り
つ
け
医
の
ι叫
ん

に
つ
い
て
は
、

見
芹
が
安
介
護
認
定
の
む
裂
な
決
め

乎
に
な
る
と
俳
句
え
て
い
ま
す
。

－

a
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

・
・
岡
‘．

あ
つ
ぜ
ん

E
－

く
れ
る
業
者
は
町
が
斡
旋
し

て
く
れ
る
の
で
す
か
。

I （受付開始同日1
1受付窓し｜が混雑し、皆さまにご迷惑をかけないために地区別に受け付けをIJf.J始します。
I ｜｜｜附 ・大家問 ・南保 ・併川 … ………ー…lO月 1日から
I 五閉店 ・境 ・山11向・？｜’l三医 … 一 •. • I l刀l円から

I 約一I~ · ~r' I て ｜文 …・・・ 一－－－ .... 12月 l1:-1から

I ※介直保険からのサービスの給付は、受付日 ・認定11にかかわらず平成I2¥F4月l日から開始されます。

L.－由ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー山田町ーーーーー＿.J-7 



町政功労表彰平成
11年度

高

松

俊

夫
（
下
山
新
・
印
歳
）

一川
松
さ
ん
は
、
ド
山
川
水
利九
日
議

会
議
員
と
し
て
ロ
年
間
に
わ
た
り
、

則
水
組
合
発
出
と
地
域
農
業
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

河

村

清

光（月
山

－

m歳）

川
村
さ
ん
は
、
判
日
川
議
会
議
以

と
し
て
初
年
間
に
わ
た
り
、
地
方
向

治
の
振
剛
（
と
発
展
に
努
め
ら
れ
、
こ

の
問
、
議
長
、
副
議
長
、
開
境
厚
生

委
員
会
委
員
長
、
北
陸
内
助
車
道
対

策
特
川
委

U
会
委
円
以
以
、
開
発
公
社

特
川
安
ハ
一
会
A
K
U一
以
な
ど
を
附
任
さ

れ
ま
し
た
。

環
境
厚
生
功
労

舟

橋

忠

雄
（
橋
向
町
・
加
歳
）

川
陥
さ
ん
な
、
前

一
灰
鹿
好
会
話

人
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
は
年
4
カ
月

に
わ
た
り
、
組
織
の
逆
蛍
発
展
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
、
老
人

ク
ラ
ブ
述
合
会
期
事
を
通
算
8
年
4

カ
月
勤
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（じ仕職

込里旦町ム表彰式ζー谷

俊

雄
（竹
の
内

－

m歳
）

行
さ
ん
は
、
似
設
司
と
し
て
凶
作

ハ
カ
パ
に
わ
た
り
、
犯
罪
省
の
足
止

援
助
と
社
会
を
明
る
く
す
る
迎
動
に

尽
力
さ
れ
、
こ
の
問
、
明
同
町
保
護

司
会
会
長
、
副
会
長
を
照
任
さ
れ
ま

し
た
。
長

谷

川

年

男
（赤
川
－

花
歳
）

日
以
谷
川
さ
ん
は
、
朝
日
町
民
生
児

必
一委
員
と
し
て
引
午
問
に
わ
た
り
、

地
械
出
制
の
向
k
に
以
力
さ
れ
、
こ

の
閥
、
会
長
を
は
作
川
勤
め
ら
れ
ま

し
た
。

．K
行
川
さ
ん
7
川
引
け
に

民
生
委
H
一
山
厳
安
凸
町
中
大
．h
特
別

表
彰
も
受
単
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、

小

漂

政

興（山
王

・
花
歳
）

小
川
作
さ
ん
は
、
朝
日
川
保
健
尚
生

委
け
は
と
し
て
は
年
間
に
わ
た
り
、
地

域
に
お
け
る
保
健
事
業

・
部
境
衛
生

活
動
に
尽
力
さ
れ
、

地
域
生
活
邸
暁

の
改
轄
に
賛
献
さ
れ
ま
し
た
。

勝

田

達

夫
（
町
南
保
－

n歳）

勝
川
さ
ん
は
、

明
什
川
民
生
山
市

’ 

晴れの表章2を受けられた皆さん。前列左から 舟橋さん、高松さん、高倉さん、 河村さん、魚津町長、松倉議長、大沢さん、飯田
さん、松田さん、窪野さん、谷さん、後列左から 水島さん、玉木さん、森さん、小杉さん、土井さん、勝田さん、竹谷さん、扇

谷誠さん、加蕨さん、村上さん、長谷川さん、折谷さん、小津さん （扇谷隆二さんは欠席）

委
員
と
し
て
は
年
間
に
わ
た
り
、
地

域
耐
祉
の
山
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
同
倉
吉
久

（三
枚
橋
・
円
歳
）

た地委
。城員向
怖と怠
羽｜：しさ
のてん
｜句 10は
上年 、
に 3 朝
lペカ円
み円 uir 
さヤ民
れ :r.） 生

7 ・．
ま ＇；；：： 児
し ．ぺ 童

玉

木

俊

夫
（東
下
町
・
印
歳
）

玉
木
さ
ん
は
、
朝
日
川
凶
民
健
版

保
険
述
。
ハ協
議
会
委
員
と
し
て
は
年

間
に
わ
た
り
、
業
削
師
代
表
の

ι場

か
ら
川
以
拠
出
保
険
引
法
の
交
正
巡

九
円
に
以
－
M
さ
れ
ま
し
た
。

土

井

宏

司（高
畠

・
制
歳
）

上
井
さ
ん
は
、
朝
日
町
民
侠
児
蛍

妥
民
と
し
て
同
年
間
に
わ
た
り
、
地

域
制
批
の
向
上
に
川
崎
力
さ
れ
ま
し
た
。

村

上

議彰
塚

63 
歳

村
上
さ
ん
は
、
朝
什
町
民
生
一山
積

委
員
と
し
て
臼
年
リ
カ
舟
に
わ
た
り
、

地
域
柄
祉
の
向
k
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

功

績

を
た
た
え
て

朝
日
町
の
発
足
記
念
日
で
あ
る
8

月
1
日
、
役
場
4
階
大
ホ
ー
ル
で
平

成
竹
年
度
の
町
政
功
労
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は

地
方
自
治
功
労
、
環
境
厚
生
功
労
、

産
業
経
済
功
労
、
教
育
文
化
功
労
に

そ
れ
ぞ
れ
功
労
の
あ
っ
た
お
人
の

方
々
で
す
。
（
敬
称
略
）

地
方
自
治
功
労

藤

田

昇

吾
（
三
枚
橋
・
乃
歳
）

雌
問
さ
ん
は
、
朝
日
町
議
会
議
は

と
し
て
は
年
間
に
わ
た
り
、

地
んが
什

治
の
振
興
と
発
展
に
努
め
ら
れ
、

こ

の
問
、
剛
議
長
、
小
学
校
教
育
部
境

燃
備
特
別
委
け
門
会
長

μ以
な
ど
を
ぼ

何
さ
れ
ま
し
た
。

松

田

自毅
75 
歳

総
川
さ
ん
は
、
金
山
町
内
会
長
と

し
て
げ
凶
作
間
に
わ
た
り
、

地
域
振
興

と
川
政
の
発
以
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の

州
、
火
山
森
山

M
H（8
年
間
）
、
制
日

扇

谷

宮 E匝
崎ー－

62 
歳

一M
行
さ
ん
は
、
引
け
川
民
生
児
山
引

委パ
H

と
し
て
ゆ
年
間
に
わ
た
り
、
地

域
制
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

加
蕨
久
一（
宮
崎

・
引
歳
）

加
雌
さ
ん
は
、
明
川
町
民
生
児以引

委

μ
と
し
て
は
年
聞
に
わ
た
り
、
地

城
制
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
経
済
功
労

竹

谷

Z

貝
（宮
崎
・
刊
歳
）

竹
谷
さ
ん
は
、
出
附
悦
海
山
観
光

組
合
長
と
し
て
同
年
間
に
わ
た
り
、

観
光
行
政
の
充
実

・
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

折

谷

雷（笹
川
－

U
歳）

折
谷
さ
ん
は
、
制

H
川
建
築
事
業

協
同
組
合
理
事
及
び
理
事
長
と
し
て

お
年
間
に
わ
た
り
、
建
築
技
能
の
向

上
と
後
縦
者
の
行
成

・
指
導
に
努
め
、

地
域
凶
栄
の
振
興
に
以
力
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
問
、
白
山
以
必
築
制
作
辿

九
日
川
会
長
、
一
品
山
県
佐
ぷ
川
υ民
地
以

8-

川
一以
一長
会
長
な
ど
を
附
刊
さ
れ
ま
し

、，
。

争
’h

窪

野

粛
守
・守
E
E

（盆
山

・竹内
歳
）

昨
日
日
野
さ
ん
は
、
下
山
用
水
組
合
議

会
議
は
と
し
て
は
年
川
に
わ
た
り
、

問
中
小
組
品
川
発
以
と
地
域
農
業
の
船
興

に
以
刈
さ
れ
、
こ
の
問
、
制
九
日
議
会

品
以
を
4
作
川
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

大

津

龍

松（
草
野
・

η
歳
）

大
浮
き
ん
は
、
朝
日
町
議
会
議
員

と
し
て
お
年
間
に
わ
た
り
、
地
ム万
什

治
の
振
興
と
先
制
に
労
め
ら
れ
、
こ

の
問
、
議
長
、
議
会
運
話
委
員
会
委

什
一
長
、
日
以
来
叫
ぷ
奈
川U
会
委

H一い
μ
、

行
政
似
耐
特
別
委
民
会
委
以
以
、
州

日
川
慌
育
委

μな
ど
を
雌
任
さ
れ
ま

し
た
。扇

谷

隆

二（宮
崎

－

m歳
）

扇
谷
さ
ん
は
、
利
円
町
説
会
議
員

と
し
て
ぬ
午
8
カ
ハ
に
わ
た
り
、

地

じん
’l
治
の
振
興
と
発
以
に
針
め
ら
れ
、

こ
の
問
、
議
長
、
副
議
長
、
議
会
連

幻
去
は
会
委

U
長
、
総
八
日
開
策
特
別

委

μ会
委
一回
以
、
北
陪
’
l
動
市
迫
対

策
特
別
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
服
任

さ
れ
ま
し
た
。

保
険
組
合
削
即
日
事
長
な
ど
を
照
任
さ

れ
ま
し
た
。

教
育
文
化
功
労

小

杉

輿

三

雄
（
本
町

・
η歳）

n ＂＇主し
まのて小
し般 20杉
た .i会 11：さ
。及 l1"1Jん
びには
他わ
Jぷたげ：
.WIり校
.(ill , I実

行法尚
h : .. t!: 
さ ＇I＝. と

故
森

一

則

（
荒
川

3
丁
目

・
計
歳
）

必
さ
ん
は
、
乍
校
柴
刈
川
川
と
し
て

7
・卜
川リ
ニ
コ
二
フ
、

－Ir
－－
7
f
λ
J

3
4
1U
4
オ

T

1

1、ド山
H

毛
、
上

で
学
校
関
脱
術
生
維
持
、
川
子
校
保
仙

の
普
及
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

水

島

祐

司
（境
・
お
歳
）

し ~t 歪
たス l1;]< 
。 ポと .i:.~

l しさ
ツてん
の lOは
桜｛I:
興 llHM 
lこ 4こ H
Jぷ dっlllf
)J た体
さりずI
れ、折

まノJ:.持

栄
え
あ
る
受
章

お
め
で

と
う

ご
ざ
い
ま
し

た-9 
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ガ
ラ
ス
の
魅
力
を
紹
介

ー
な
な
い
ろ
K
A
N
ガ
ラ
ス
て
肘
ス
タ
ッ
フ

｜

椀
内
章
代
さ
ん

・
酒

井
珠
生
さ
ん

「
踏
段
は
コ
ッ
プ
な
ど
の
小
物
を
作
っ

て
い
る
作
業
し
か
は
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

日

福ふ

辛室嬰 j宰；
号室単 駿ト
2頁震介：
5 裕ん
1:1 煎

ミヒ き
ん

折
戸
真
優
子
ちゃん

草
野
の
折
戸
淳

・
寛
子
さ
ん

夫
饗
の
二
女

（
平
成

9
年
5
月
比

n生）

怠おま？尼ち
山崎スポーツ少年団

吹
き
ガ
ラ
ス
で
色
ん
な
作
品
が

で
き
る
の
を
けん
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
作
家
同
士
の
公
闘
制
作
を
企
阿
し
ま

し
た
」
。

州
井
さ
ん
と
脳
内
芯
ん
は
「
な
な
い
ろ

K
A
N
」
ガ
ラ
ス

L
一研
の
ス
タ
ッ
フ
。
オ

ー
プ
ン
以
米
、
吹
き
ガ
ラ
ス
の
作
業
胤
泣

を
米
航
有
に
公
川附
し
て
い
る
ほ
か
、
吹
き

ガ
ラ
ス
の
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
ガ

ラ
ス
の
魅
力
を
広
く
P
R
し
て
い
ま
す
。

八
月
七
、
八
日
に
は
一

－人
の
ほ
か
作
家
仲

間
が
集
ま
り
、
昨
年
に
続
念
公
開
制
作
を

山
供
。
「
川山中
の
以
」
を
テ
ー
マ
に
冷
め

ん
や
そ
う
め
ん
の
部
な
ど
の
作
品
を
仕
上

げ
て
い
く
作
業
を
公
開
し
ま
し
た
。

洲
什
汁
さ
ん
は
千
市
川市
以
制
円
上
必
野
山
、
州
内

さ
ん
は
ん
的
山
市
山
身
。
と
も
に
多
摩
美
術

大
学
で
ガ
ラ
ス
と
山
会
い
ま
し
た
。
平
成

九
作
に
は
判

H
川
に
移
り
住
み
、
ガ
ラ
ス

－L
房
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
お
客
さ
ん
と

触
れ
什
い
な
が
ら
作
川
を
作
っ
て
い
ま
す
。

「以
初
は
作
業
風
景
を
見
ら
れ
る
の
は

恥
ず
か
し
か
っ
た
」
と
話
す
お
．
一
人
で
す

が
「
お
併
さ
ん
が
約
千
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
抵
抗
は
な
く
な
り
ま
し
た
』
と
笑
い

ま
す
。「
個
人
的
な
記
念
品
や
け
常
生
活
で
使

う
物
は
注
文
に
は
応
じ
て
い
ま
す
。
二
、

：
一週
間
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
が
、
味
わ
い

の
あ
る
ガ
ラ
ス
作
川
は
必
ば
れ
る
と
思
い

ま
す
｝
と
お
二
人
。
贈
り
物
に
ガ
ラ
ス
作

品
は
い
か
が
で
す
か
。

そ
こ
で
、

きわやかさん

10• 

か
な
う
と
い
い
な
あ

米

田

智

也

く

ん

（
東
草
野
）

さ
み
さ
と
小
学
校
六
年

伎
の
夢
は
、
大
き
く
な
っ
た
ら
釘

し
い
川
へ
行
っ
て
必
ま
れ
な
い
子
供

た
ち
の
た
め
に
何
か
を
し
て
あ
げ
る

こ
と
で
す
3

何
が
で
き
る
か
、
州
を
し
て
あ
げ

ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で

r

供
の
た
め
に
何

か
し
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

夢
が
か
な
う
と

い
い
で
す
。

水

島

知

子
さ
ん
（
下
横
尾
）

さ
み
さ
と
小
学
校
六
年

私
の
必
は
川
以
に
な
る
こ
と
で

す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
私
は
動
物

が
好
き
な
の
に
、
動
物
が
病
気
に
な

っ
た
と
き
、
’
H
分
で
川
も
で
き
な
い

な
ん
で
い
や
だ
か
ら
で
す
。

ど
ん
な
動
物
の
悩
気
で
も
治
せ
る

よ
う
な
獣
医
に

な
り
た
い
で
す
。

拶
が
か
な
う
よ

う
が
ん
ば
り
た

，

い
で
す
0

．
 祐子 さん（24歳桜町）

一（附；j(,(j機械設，n・一一
岡松

白球に夢をかける
小学3年生から6年生まで団員は20名て＼週3回山崎の

グランドでソフトボールの練習しています。 ［明るく元気

よくjをモットーに、キャッチボール、守備、打撃とメニ

ューをこなしてから試合形式の練習まで2時聞から3時間
近く練習します。

山崎スポーツ少年団は結成20年で、現在の目標は全国大

会で1勝すること。そのために石川県の大会に参加したリ、
福井まで練習試合に行くこともあります。全国大会への出

場は10回目となりました。惜しくも兵庫県代表に敗れまし

たが、今年は開会式のグランドであった守山球場で試合が

できて、良い思い出になったと思います。

少年ソフトボールに全国大会がなかったころは、高桜杯

での優勝が一番の目標だったと思います。現在、 一般男子

で県下の強豪チーム、 エクスプレスも山崎スポーツ少年団

の卒業生ですが、小学校のころの話題になれば、この高桜

杯がでてきます。今の団員は全国大会があり、その試合で

の I緊張とプレッシヤーjの中での体験は、 一生の思い出
として残り、 幸せだと君、います。

山崎スポーツ少年団は、団員の親睦と技能の向上を基本

に一生懸命にポールを追いかけています。子供たちのため

にこれからも地域の皆さんのご支援をお願いします。

（監督広瀬鉄一記）

近

藤

裕

貫

く

ん

（
長
野
）

南
保
小
学
校
六
年

伎
の
夢
は
、
ク
ワ
ガ
タ
や
カ
プ
ト

山
の
叫
兆
九
行
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
、
僕
が
動
物
が
好
き
だ
か
ら
で

す
。
今
、
数
が
減
っ
て
い
る
か
ら
一

匹

一
料
州
ま
え
て
、

明
ゃ
そ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

およEびして.：rlEします3l旬i以川

ω
utF 

－wt
v
 

t
h
u明
圃
d
7
Aぺ

で
き
れ
ば
オ

オ
ク
ワ
ガ
タ
を

捕
ま
え
て
泊
や

し
て
オ
オ
ク
ワ

を

γ
っ
て
あ
げ

た
い
で
す
。

川

口

沙

織

さ

ん

（山
崎
新
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
六
年

私
の
拶
は
夫
作
削
に
な
る
こ
と
で

す
。
人
の
控
の
モ
を
切
っ
た
り
す
る

こ
と
が
好
き
で
、
い
ろ
ん
な
ス
タ
イ
ん

ル
に
挑
戦
し
て
み
た
い
か
ら
で
す
。

保

早
く
大
人
に
な
っ
て
お
客
さ
ん
が
島

問

ん
で
く
れ
る
よ
う
な
り
っ
ぱ
な
夫
符
川

4
－
一
川
に
な
り
た
い
で

主

で
す
。
学
校
で
川

ι

い
っ
ぱ
い
押
っ
百
）

、
て
が
ん
ば
り
た

一位
一

い
で
す
。

一

前
一

一お
一

ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い

社
会
人
に
な
っ
て
ベ
年
け
に
な
り

ま
す
。
職
場
で
は
、

C
A
Dと
呼
ば

れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
、

供
川
泊
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
氾
f

部
品
の
製
凶
を
担
当
。
杓
密
機
出
の

党
汁
ま
山
，
A
K

ど
史
、
ま
ず
戸
、
主
ド

U
41
｛引’
ι
・44
I
λ
V

古川・
2
1
・’U
十，
、巴
月、
－‘
．J’ι
f

f

の
時
か
ら
設
計
の
仕
官
が
し
て
み
た

か
っ
た
の
で
、

什
八
バ
に
ん
川
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

休
み
の
け
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
山

掛
け
た
り
、
ビ
デ
オ
矧
日
を
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
仕
事
が
ら
体
を
助
か

す
こ
と
が
少
な
い
の
で
、
体
h

川
作
り

を
北
川
て
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
始
め
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
令
と

時
間
が
あ
れ
ば
、
海
外
旅
行
に
も
行

っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

結
断
は
ふ
ノ
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
開
怨
の
タ
イ
プ
は
お
も
し
ろ

く
て
、

一
つ
で
も
的
敬
で
き
る
も
の

を
持
っ
て
い
る
人
で
す
。

『．
「

広
報
係
で
は

「
ふ
れ
愛

こ
う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー

に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ

ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「出
て
み
た
い
」
「
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
宮
役
場
内
線

2
1
2）
へ
と
一
報
を
。

」，．．．ーー・・ーーーーーーーーー・・・・・4陶・ーーーーーーーー

.,, 
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h
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叫
司
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刊
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川

辺

刊

は
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引

山

山

川

嚇

凶
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叫

M

m

引
い
円
の

k
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A
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A
L
「
．
沈
ん
だ
ら
人
生
お
し
ま
い
や
」

！
？ぬ『
人
魚
い
ろ
い
ろ
か
あ
l
。
ま

あ
、
い
い
か
」

（カ
ミ
ナ
リ
さ
ん
の
お
家）
（3
威川）

k
i
「
あ
の
ね
l
。
カ
ミ
ナ
リ
さ
ん

て
ね
、
お
引
の
上
に
お
る
ん
や

っ
そ
l
」

保
付
「
え
l
本中
l
」

k
i
「
う
ん
。
鬼
さ
ん
と

一
緒
に
仰

ん
ど
る
ん
や
っ
そ
l
」

ま
し
た
。

Septe'JI¥ be r ~ 
’.......、。......る州べ.，，'1<111'"’
a喝，、芭也亀司rtパ，，，、ミ号、．・2・、． ， 
~·’S同，B色‘叫為＂＇＂・－”，.降、レ阿
’， .. .，.・柿，.....品書官通川、旬
、、ぬ‘営、眠気aφ·~ 理怒”＇＇＂＇旬。量、．
州場ν＂~｝.凸頒h州恥川t
..，、.&ii咽喧E・Ii¥.... 
一一一－，，伊.＿！｝

の
つ
ぶ
や
き

ちたもど’』〔セ
ミ
の
声
・
：
〕
（3
此
児
）

k
i
「
あ
っ
、
セ
ミ
鳴
い
と
る
よ
』

保
付
「
本
コ
や
ね
」

K
，、ん

ご
の
つ
、
セ
ミ
お
部
um
の
方
比

と
る
よ
」

保
付
「
K
く
ん
に
川
か
パ
っ
と
る
ん

カ十円。つ・」

k
i
「
お
や
つ
だ
よ
！
。
阜
く
起
き

な
さ
い
」
っ
て
：
け
っ
と
る
よ

企うるみ （13) 

｛
ザ
リ
ガ
ニ
の
人
生
〕
（5
蔵
児
）

水
桝
の
山
町
の
ザ
リ
ガ
ニ
が
動
ご
き

ま
せ
ん
・
・・。

8
m
wタ
イ
ズ

~~ 

－
〈ん

「
先
生
、
大
変
。
ザ
リ
ガ
ニ
倒

れ
と
る
」

H
E
「
魚
の
行
さ
さ
っ
た
ん
か
な
l
」

A
i
「
寂
し
く
て
・
柄
試
に
な
っ
た
か

も
し
れ
ん
よ
」

i
i
「ザ
リ
ガ
ニ
だ
め
や
わ
。
死
ん

ど
る

企1' 1 ;f;J~ (J5l 

ni ~ i L右物”勾 i、 H ~~
I: ! ( • I ~ 1. とJ＜~＇ の。を 1id ：ぞ Y.

4勺叶今・：') r疋

HJ t,(;o1 ~11 .<.:. 
理 f ‘ 色、、 ‘ふ＂~・

宇・《u.
tト・B三宅
<f'I守‘ t
k 唱，~

・＂＇ら，F：でf0_¥¥Jr¥
... ：，~匁：脳冷iが W.(14)

①〔
問村全 聞

くは国巴
つ、に
あ ·1 ；~「
る 111朝
つ以「i

~~＇ 」
11 と
lllf名
をの
｛＞；；－ 付
めく
て町

A
ア

B 
8 

c 
9 

企あうと安こあら（12)

②
平
成

U
年
度
の
州
政
功
労
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
の
は
州
人
つ

A
お
B
お

C
幻

〔応
募
方
法
〕

食
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
占
い
て

9
nは
け

（内
川
市
印
有
効
）
ま
で
役
場
総
務
訓

船
古
広
悩
係
（
〒

mw｜
0
7
9
3朗

日
川
辺
下

1
1
3
3）
へ
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
抽
選
で

3
人
に
凶
バ
み
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
今
川
の
九
選

者
は
小
原
則
u

都
さ
ん
、
ワ
イ
ン
の
ば

か
さ
ん
、

リ
ッ
キ
ー
さ
ん
に
決
ま
り

先円、北海道に行く機会があ

りました。利尻島は周囲53kmの

品、 一番高い山は標高l,72lm

の利尻山、 この島に年間100))

人の観光客が訪れるそうです。

自然の雄大な風景に新鮮な海の

幸、そして登山もできます。標

高がさほど高くなくても、登山

には十分な時間の余裕、そして

気流等により天候が盆わりやす

いため、悪天候の場合の時は、

登山を中止する決断と勇気も必

要です。遭難する人や中には死

亡される方もおられるとのこと。

そういえば、夏休みの楽しい

キャンプが、一瞬にして大惨事

となりました。捜索も難行して

いるとの報道。なぜ、警告に従

わなかったのでしょうかつ自然

は生きています。考えさせられ

る出来事でした。

全問朝日交流会のメンバーで

ある北海道朝H町の開町50周

年の式典に山席し、祝辞を述べ

る機会を得ました。｜昭和24年

に分村独立し、町制を施行。私

には体験したことのないご苦労

があったことと思います。

北海道朝日町は人造湖 I岩尾

内湖Jの完成で洪水がなくなり、

発電事業の拡大計画があるそう

です。また、昨年7億円をかけ

大改修したオーjレシーズン利問

できる40Mと60Mのジャンプ

台があり、使用料は無料。合宿

しながら熱心に練習する学生の

姿を目にしました。当県で使用

料を取らない公共施設は議会等

に理解してもらえるでしょうか

－。ご意見があればお聞かせく

ださし、 (8月23日記）

( 12) 

係から…
「みんなのぺージj は怖さんでつく

っていただくコーナーです。イラス

トに｜彼らず、 11ごろ感じている ζと

や広く主｜｜らせたいこと、広報で取り

｜：げてほしいtl¥J組など、符さんから

の戸をお待ちしています。

企リッキー
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2
0
0
0年
と
や
ま
国
体

ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
競
按
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

2
0
0
0年
と
や
ま
同
体
ゲ

l
ト

ボ

l
ル
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が

8

片

8
1
、
朝
日
町
文
化
体
首
セ
ン
タ

ー

－
多

H
的
広
場
で
開
僻
さ
れ
ま
し

た
。ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
は
、
例
体
附
併
以

の
選
予
だ
け
が
参
加
す
る
デ
モ
ン
ス

ト
レ

l
シ
ヨ
ン
競
技
。
国
体
朋
問
巾

の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
と
し
て
、

~'i,IJ 
Cl 
lllf 

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
は
、
県
内
お

い山
附
村
か
ら

一
般
引
チ
お
チ

l
ム、

「
早
稲
の
香
俳
句
会
」
投
句
募
集

ー

皆

さ

ん

か

ら

の

多

数

の

技

句

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

1

朝
日
町
に
は
俳
聖
芭
蕉
が
「
奥
の

細
道
」
の
旅
の
折
、
越
中
で
諒
ん
だ

「
早
稲
の
雷
や
分
け
入
る
右
は
有
磯

海
」
の
句
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
歴
史
と
文
化
の
町
「
朝
日
町
」

に
お
い
て
、
芭
蕉
翁
の
足
跡
を
埋
も

ら
せ
る
こ
と
な
く
継
承
’
し
て
い
く
た

め
に
「
早
稲
の
雷
俳
句
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
多
数
の
投
句
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

｛
投
句
］

綿
泳
（
本
発
いい火
旬
に
限
る
）

1
人
5
句
以
内

｛
応
募
資
格
一

削
刊
川
化
位
行

・
勤

務
省
（
代
学
生
）

｛
選
者
｝

松
門
悩
単
、
尼
崎
泊
段
、

川
上
ゑ
み
λ
J

｛締
切
り
一

川
月

8
H
（金）

｛
投
句
料
一

燃
料

医療の現場から
あ

~~ ~ 
H ら暴
院

暁；思
医
長

〔
投
句
先
｝
役
場
主
搾
学
得
謀
、
供

、がザ
イ
判
断

｛
投
句
要
領
一

所
定
の
用
紙
ま
た
は

似
机
川
紙
に
析
古
で
記
載
し
、
作
所
、

氏
名
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

投
句
川
紙
は
、
数
行
委
日
会
、
生

慌
学
習
館
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
役
場

受
付
け
窓
口
、
あ
た
』ひ
総
A
H
．州院、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
リ
l
ナ、

な
な
い
ろ
K
A
N
、
ほ
か
ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
所
に
あ
り
ま
す
。

投
句
行
の
う
ち
ぷ
叫
L

行
に
は
、
投

句
集
を
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
催
秀

作
の
う
ち
特
選
句
に
は
白
状
と
芯
念

品
を
問
思
し
ま
す
。
ま
た
、
優
秀
作

は
展
示
公
開
し
ま
す
。

｛
問
合
せ
｝

役
場
生
い
れ
学
明
日
都
（
宮
内

線

3
2
2）

一
般
久
子
お
チ

l
ム
、
ジ
ュ
ニ
ア
日

チ
l
ム
、
約
7
0
0人
が
参
加
。
一

般
男
ず
、
女
子
と
も
3
チ
l
ム
で
行

う
リ
ー
グ
戦
を
肪
ち
岐
い
た

6
チ
l

ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
、

ジ
ュ
ニ
ア
は
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
3

チ
ー
ム
で
再
度
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、

熱
戦
を
民
間
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

一
般
男
子
の
部

｛立

上
庄
ク
ラ
ブ
（
氷
見
市
）

新
川
地
区
中
学
校
総
含
選
手
権
大
会

（
%
魚
山
市
ほ
か
）

V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
2
杭
胡
国
中
V
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス

3
位
明
日
中
V
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
マ
タ

f
単

3
位
小
桜
愛
V
隣

上
マ
引
f
同
体

2
位
制
川
中
マ
団
体

総
合
3
位
制

H
中
V
柔
迫
男
子
凶
体

l
位
朝
日
中
マ
倒
人
目
同
級
2
松山糸

川
出
文
マ
日
同
級
l
位
沢
木
必

2

位
米
丘
屯
也

3
位
字
間
賞
制
マ
市

3
位
－V
川
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18都県398チームから

2,242人が参加

ご観戦くださいぜひ、

薬にも注意！

消化性潰蕩

前に胃十二指腸潰霧の原因の

多くは、ピロリ菌の慢性感染で

あるという話をしました。特に

若年者の消化性漬鎮では、ほと

んどの例でピロリ菌感染がみら

れるのですが、実はもう1つ大

きな原因があるのです。これは

薬、特に消炎鎮痛剤や抗凝固剤

による潰霧です。脳血管障害や

心臓病、整形外科疾患のある高

齢者でしばしば遭遇しますが、

やっかいなことに胃の痛みなど

の症状が少ないため発見が遅れ

がちです。また、潰震から出血

することも多いため、 貧血がみ

られます。

こうした薬を内服している方

で藁血がある、食欲がない、便

が黒いということに気づいたら

まず疑ってみてください。胃薬

を一緒に飲んでいても安心て・き

作戸

ません。

内視鏡検査で胃潰霧が克つか

ると鎮痛剤を飲んでいないかを

聞いていますが、残念ながら何

の薬かよくわからないという方

が半分はおられます。薬をよく

知っておくことも大切なことで

す。

-15 
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News 

To8pics 

お盆セールも大沼評
ーなないろ朝市お盆セールー

お盆を前にした8月12日、なないろKA Nで

朝市お盆セールが行われました。

なないろKA Nでは、ア月から10月までの毎

週日曜日に朝市を開催しているほか、毎年お盆前

にも朝市を実施しているもので、なないろ朝市組

合などから約20が出店しました。

お盆セールには、小菊芯どの切り花をはじめ、

トマトやナス、キコウリなど季節の新鮮な野菜が

格安で販売。大勢の人が詰めかけ、お目当ての昂

を買い求めていました。

広がる夢二の世界
一ふるさと美術館で竹久夢二展ー

ア月27日から8月25日まで、ふるさと美術館

で「竹久夢二展JIjが開催され、夢二の出界が広

がりました。

竹久夢二は大正4年に小川温泉に滞在し、作昂
展を聞くなど、町に縁のある画家。町では画帖を

はじめ夢二の惇昂を広く収集しています。

同展には、肉筆画12点のほか書籍の装丁や雑

誌の表紙になった木版画など約110点を展示。ま

た、町が昨年購入した六曲びょうぶ f四季の女j
も初公開され、大勢の人が見入っていました。

なつかしい人を前に講演
ーふるさと講演会一

東京朝日会副会長の江淵幸作さんを講師に迎え

て8月14日、笠涯学習館で第18回ふるさと講演
会が行われました。

江淵さんは「私と福祉旅の思い出jと題し、

約1時間半にわたって講演。集まった約60人の

ふるさとの人を前に、傷僕軍人である自らの経験

をもとに、身体障害者団体の事務に携わった苦労

話や身体障害者の社会的立場を搬露したほか、サ

イパンなど戦場地へ厳しの旅の思い出を紹介しま

した。

首話を影絵で鍛露
ー影総のボランティアグループが保育所訪問一

町の申学生や高校生の影絵劇団「シルエット9J
の皆さんが8月9日から町内の6つの保青所を巡
回し、影絵をj度露しました。

影絵を知らない；子供たちに楽しさを知ってもら

おうと、団員の夏休みを利用し企画したもので、

3ヶ月かけて人形の制作や練習を重ねてきました。
この日は南保と山崎保育所を訪れ、 Iつるのお
んがえしjを搬露。物語の途申にクイズを盛り込

むなど号供たちを飽きさせない工夫もあり、園児

たちは初めて見る影総を楽しみました。

水しぶきに歓声
ーふるさと川魚つ力、みどり大会一

令年で11回目を迎えた「ふるさと川魚つかみ

どり大会jが8月7日、桜町の小川橋詰で行われ
ました。

このつかみどり大会は、朝日町ライオンス．クラ

ブと朝日内水面漁業協同組合が毎年開催。今年も

町内の親号連れなど大勢の人が訪れました。

この巴は、イワナやヤマメ、ニジマス、ウナギ

など3,500匹が放流されると、吾供も大人も水し

ぶきに歓声をよげながら、魚、のつかみどりを楽し

みました。

News & Topics 
広報係では、あなたの回りの身近な話題を待っています．
(ft83-1 1 00 内線21 2）へ

大自然の申でキャンブ
ーあさひわんぱく探横隊一

ア月27日から7月30日まで、北叉の大自然申
で ［あさひわんぱく探検隊Jと題したキャンプが
行われました。

参加したのは町内の5、6年宝16人。ミ子供た
ちはテントの設嘗をはじめ、沢登りや川遊びなど

自然の申で多くのことを体験。また、朝日岳登山

にも挑戦しました。

3泊4日の口ングキャンプを通し、真っ黒に日

焼けした吾供たちは、 一回りも二回りもたくまし

く成長したことでしょう。

16 ..  



- 19 

I ~－Gらしの
IL自、（iii!~’ lllf·むi『町羽1u~むEl 

健康インフオメーシヨン
問合せ：保健センター n83-3309 

司王 柴 名 月 日
（対象者等） 受付時間

機能訓練 9月21Ll&<l 

（脳"f.lj I後退抗者） 13:00～13:30 

心の健康相談 9 fl 6 lJ ・ 2011 
（子炉j附 L、ずれもOil
けもします。（n52-1224)

13:00～14:00 痴ほうnE人の相談ち受けます〉

女性の健康相談 1＃週金llu!FI

（十11;i炎fl;'C(J.汗） 13:30～15:00 

すくすく教室
9月171 Hイゆ

（悩l～2かJIの赤ちゃん） 13:30～l 3:40 とお/:J:さん ※ 

ゆめっこランド 9月8Fー｜附
( f!tlf洲 本人仰とその母） 9:30～l I :30 i見・家紋 ※ 

ふれあい広場

（附JJ~i 9 H221J（.水｝

1却・米l払 9:30～11 :30 
境地｜メの刈併行

3か月児健診 9月28LI（刈

(I ] 'i l~ 6Jl't. まれ ※） 13:00～13:30 

4・5か月児健診 9月21ト｜（火）

( 11 {_1~ 4 JI ~l まれ ※） 9:30～l 0・00

1歳児健診 10け 5 卜I （~＜）

(I 0年8!I・ 9 JI生まれ※） 9:30～i 0・：00

1歳6か月児健診 9月30Ll(;.t¥l

(I 01卜2)J. 3月生まれ※） 13:00～13:30 

育児相談 9J-J22FI榊

（十｜｜談fr;Cf~ ft ※） 9:30～l I :30 

※月子手帳持参

~ 場

保健センター

将i川保健所

新川保健所

保健センター

保健センター

｜到の館（境）

f~~健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

⑨健康体操教室及び健康相談 （し、ずれも希望者）は9月3日、10目、
1 7日、 24日 （いずれも金曜日）午前9跨30分から保健センター
で、老人福祉センターでの健康相談は9月7目、14日、21目、
28 日 （~、ずれも火曜日） 午後 1 時30分から、 9月 22日（水曜日）
は塞幹集落センターでも行っています。
お気軽にお越しください。

愛犬のしつけ方教室～相II保健所主催～

日時 10月17日（日）午前10時～12時

場所 祭郡市 Iコラーレjの芝宝広場
対象 新川保健所管内在住の犬の飼育者（先着10名程度）

内容犬についての関係法令・飼養管理の講習としつけ実f受講習

＠込み 参加希望の方は10月14日（木）まで新川保健所街宣言栗

（念52・1224）へ。

力ラフルくず玉

~＇くず事i ・ 0 ・ ・・・ ・・・50g I小IJ納μ・・ ・・・・40g
Jド・・・・・・・・・・・・l；カップ IT・しあんず •••• ・2flh1 
1沙lJ.'j.・・・・・・・・・・・・IOOg • jドライチェリー ・・・30g

日 Eキウイフルーツ・・ー・ ｜例

エネルギー 217kcal 

員桃(;lj;lj'i).・・・・・・｜例
縛切りハイナヅプII-.・・I制

①くず粉は11'くを少しずつ加えながら泡ウ：て加で

よく とき111'.ぜ、｛沙臓を1111えてiUぜる。

②ザJレなどで、こしながら鍋に入れる。広j火に

かけて本じゃくしで繰り混ぜる。

③濃度がついて透明になってきたら、火からー1,・

ろして釧をぬれぶきんのよにltlく。

@Aのれを/I似に）Jllえて混ぜる。ピンホン巨大に

存分し、ラップに包んでたこ糸でしっかりと

年11iわえる。

⑤熱湯にラップごと入れて約iO分ゆでる。冷水

にとって冷まし、水気を｛；］Jる。（さらに冷Ji:!<W

で冷やすとおいしL、）

9月の休日救急診療当番医 望書~~~～午後58奇
5目白 中 川医 院 H82-0120 

12目白 堀東病院 H83-2299 

15日(7J<) 松宮 医 院 乞宝82-0051

19目白 丸 川 病院 霊宝83-3391

23日制 伊東 医 院 宮 83-0504

26日目 描東病院 定1:83-2299

Oあさひ総合病院 公83-11 60 ＝－~~：：：.思~~~~~；~；；；！~~：；~・日付け l／＊す内

。人をいつくしみ 0人を理解し o人をいたわり o人を愛し o人を信ずる

この1e.1が社会福批の山である。

ふくし
社会福祉協議会だより

朝日町社会福祉協議会は、

皆さんと共に地域の福祉

向上を目指す民聞社会福

祉団体です。

場所朝日町福祉センター内

~83-0576 

第41固朝日町社会福祉大会
この大会は、 llff 1人lの社会制制限l係者や町民が一常に会して“地域住

民総参加による耐祉活動を椛進し、｛主みやすい｜｜｜｛づくりと地域悩tll:I向

上を凶る”目的で大会が開催されます。

入場は無料です。町民の皆さんの多数のご米財をお持ちしています。

時 10月1日（金）午後1時30分～

所アゼリアホール

間合せ先朝日町社会福松協議会

賛助会員を募集
一一一一温かいご協力をお願いします 一一一一

1口 1,000円（何口でも可）

社会福祉協議会では、福祉の向上 昨年は2、562名の皆さんから

を凶るのために、 Ulf~の皆さんのニ 2 785千111ものff／心をいただきまし

ーズに応じながら、いろいろな事業

に取り組んでいます。

今後ともHirt~の符さんに密話した

fl，＼批関係事業をさらにl~J上 ・ 充実さ

せるために、今年も賛助会員の募集

を行います。

併さんからの賛助金は、 社会制ト11:

＊業の基金として杭立て、その利息

でが業を実施しているものです。

た。会費は I111,000円て・fuJI Iでも

できます。

昨年まで賛助会員の募集はlllf内

会・民生川市委ilを通じてh・ってお

りましたが、今年は社会悩｝｜｜：協議会

（福祉センター｜人I)及び役場健MH；，＼祉

課の窓1-1で受付していますので、 nrr

民の併さんのilu＼かいご協力をお願い

いたします。

のを込めた

プレゼント
．紙おむつ支給事業 ．

制LIlllf社会制祉協議会では、病気

等のために｛1：宅て・寝たきりとなって

し、る主人などの方々に、紙おむつを

夏季おは~ff. として、各地lメの民生 －

~t説委u さんを通じ78名の方々に

贈~.~. しました。

このお見舞は寝たきり名人などの

在宅弘H1l:H1.t；が大きなtm題となって
いることから、平成6fii'J立から寝た

きり主人などの衛生而や介護荷の負

担将減を｜立｜るため紙おむつの支給を

実施している事業です。

ありがとうも あたたかい志
ω朝日目T善意銀行
(7月11日～8月10日）

QJ-1111 やIllや雄さんから 6.000円

。北｜柊叙iifff支店さんからあさひまつ
りフリーマーケット収低令

40,991 Fl 
18-
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1Liviill9J ll11f⑥l町町四日⑥肌

笠活必需昂価格

8月分 （1•i JJ 5 l:IJJl.{i'，絢i'f.) •i\f占： l 'J

uιa u 名
、ド均 Wi』杭
8JJ 前H比前枠制lilt

ガ 、J ’J ，、，， 108 ・2 -4 
<IJ'h＇~ I e > 

i!llH illi 971 +12 -21 
波 ｛門己i主18e> 
11111 L l》 ガ ノ、：l.7:37 -34 +166 （（｝山｝

f,・ J~i 川洗剤
215 。+3 II いl’Itt礼庁1J600mel

ティッシェへーパー 645 。-10 Jll C400Wllli'iノ、リ｝

111'1トイレソトヘーハー :!93 。・'12（／改組i口－1レ4例制［）

a J、 ，〆
178 。-:3 C1"iillli'11'16 f~ 人り｝

？ーガ リ ，、〆
加l t'150g I nil 269 +14 ー14

しょう icl1
588 。＋10I. (J 8 （ヘットボトル人り｝

サラダ illl
298 -23 -13i fl tォ；リ待出i700g人りl

とう ，S、
108 。。

川B < IJめん lT> 

手L
三58 。。t I t p、yクノ、り｝

il:I 
505 。・35(IJ'I士lちんIOOgl

’1・隊 1J:J 260 ・4 与24
ttl 'l l~ むち l OOgl

:<!) 1Jl1 
207 。-:l 

量T (1¥11サイス1O(JAIJ 

;iJ 可、． 191 +14 -11-i 

fr tまれ l• し よ 290 +3 +59 
U'i，凶1'11'1I kgl 

キ、・ベ ツ 208 +87 <60 1111 （行j山i'u'1I kg> 

一 ／ ：タJ． / ‘ 
335 +14 < 50 

U'iJ凶＜＇«＇•I kg) 

日本人はなぜ英語ができないか

鈴木孝夫

湯本貫利

1左藤富一

沢野ひとし

柄刀

古川日出男

高畑京一郎

宮崎掌

松本惰菩

村松友視

『ガ
ラ
パ
ゴ
ス
大
百
科
』

水
口
博
也

著

本の紹介

20・圃

9月の音種相談 〈キII制

6日（同 裁判所出張調停相談 22日制年金相談
I 0:30～15:00 制NI:センター 10:00～15:00 役賜会減計

78C0 
心配ごと相談 28日ω心配ごと相談・行政相談
13:00～16:00 ?-ii\~11:センター 13:00～16:00 侃祉センター

8日制 年金相談 ．教育相談
l 0 00～l 5:00 役均会議室 Ji・；J<・;t.:II長日 9:00～16:00 

14日ω心配ごと相談・母子父子相談
教向センター相談引

13:00～16:00 ~；H1I:センター
tt82ー1000

心配ごと相談・人権相談 ・子育てママ応援テレホン

21日ω税務相談 Jl～令lii'i[lI 8:30～17:00 

13・：00～1600 i'lol~ll:センター tt83-1920 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

熱帯雨林

（小説）

王妃の離婚

帰らぬ日々

4000年のアリバイ回廊

沈黙

ダブル・キャスト

血族

光と祈りのメビウス

踊す人びと

朝日町立申央図書館

(tt83-0574) 

画をいっしょに老えましょう。

内容 出会いのきっかけとなるイ

ベントの企画、運営

20歳以上の男女。ただし、

未婚者に限ります。

申込方法 9月17日（金）までに企画
財政課企髄係（U役場内線221）へ。

件条

「毎日がつまらない…JI何か夢
中になれることをやりたい…jそう

患っているあなた！ Iイベントに参
加するだけでは、何かもの足りないj

といつも思っている君！

若者が交流するイベントを企画す

る実行委員を募集しますe楽しい企

南米エクアドルの海岸から約

1000キロ離れた赤道直下の太平洋

上に浮かぶ、”魔法の島々”ガラパ

ゴス。そこには、ゾウガメ、 イグア

ナなどの特異な動物相が男られ、い

まも新たな種が生まれ続けている。

そのガラパゴスの自然と、ガラパゴ

ス諸島という僻還の島々で狙自の進

化をとげた宝物たちを800点の写翼

を使い、網羅的に紹介した1問。

新しい本
（一般書）

自に捧げるラストバラード

武田鉄矢

買ってはいけ芯い 船瀬俊介他

ほっこりぼくぼく上方さんぽ

田辺聖号

木炭日和

日本エッセイスト ・クラブ編

机の上で飼える小さな生き物

木村義志

喬木一雄事情と情事

パーフェク卜・ストーム

セパスチャン－ ユンガー

パパという大きな木

レオ ・ブス力一リア

久出光彦

群ょうこ

池田公一

時を呼1'S＼声

ビーの話
やり

槍の又左前田利家

不自然な収種

インゲボルク・ポ一工ンズ

エンデコアランス号漂流

アーネスト・シヤクルトン

さくら日和 さくらももこ

被写体 三浦友和

lレの打U.lli、資源化にご協力をお願い

します。

年金だより
年金を受けている方が亡くなられ

たときは、 2週間以内に I年金受給

権者死亡届Jを提出してください。

この州け出には、年金訟E;ryと死亡

の事実を明らかにする害額などが必

要です。

死亡lit!の提出が遅れると年金の支

払いが停止とならないため、過払い

が生じ、後ほど返納していただくこ

ととなり、大変I耐倒をおかけします
ので、！吊け出は速やかにお願いしま

す。

商へ

9月のガソリンスタンド休日当番店

5日目 浜岡商店 まま82-0578

12自由 中央農協 合 83-1135

15日(7J<) 全店営業

19日目 朝日石油 まま82-0661

23日制 全店営業

26日（日 大谷石油 tt82-0703 

契約や遺言は公正証書で

公正訓告は、法務大臣によって任

命された公証人が作る公文書で、金

銭の貸借、不動障の貸借 ・売買、協

議離断の際の給付などの契約や遺言

に利Jllされます。

最近は、迫百についての関心が高

まっていますが、遺言に｜製らず、大

切なうさ約には公正証書を作成してお

けばトラブルのIW止に役立ちます。

｛無料法律相談］

日時 10月711（本）午後 l時～41時

場所 魚津サンプラザ31暗

相談事項 金銭や士．地・建物などの

貸借の紛争、家！虚内の紛争など

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

9J-J24R（金）から

30卜｜（木）まで

詳しくは消防軒（U83-0009）へ

お問い台わせくださしυ

10月1日から町の国民健康保隙の
被保践者証（保隙証）が愛わります
現在、お使いになっている被保険

者証は、 9 月 3011 で有効~g j限が切

れます。

新しい被保険者証は9)J 下旬ご

ろ、郵送いたしますので、 10片1

卜｜からは新被保険者証を医療機関等

の窓口へ提出してくださし、

問い合わせ 健康福祉課医掠保｜演係

(U役場11'1線145)

願書受付け

資源物（スチール缶・びん類）の
正しい出し方にご協力を
スチール缶やびん類の資源物回収

については5年同となりますが、皆

さんのご協力とご理解のおかげで、

定着してきました。しかし、一部の

IPI収ステーションでは、リサイクlレ

に適さない化粧111~や薬品類のピンが

混入されているところがあります。

また、フタの付いているものや洗

浄されていないものもIL¥ているな

ど、正しい出し方が守られていない

ところが児られます。

今一度、資源物の適正なU¥し方に

ついて縦認していただき、 リサイク

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

敬老の日プレゼントと
庭園お茶席

百河豚美術館では、敬老の｜こ｜に

65議以上の方、先府30名にステキ

なプレゼントをさしあげます。どう

ぞご来館ください。

日時 9 J-J 15円（水）午前9時～

午後411寺

65版以上の方（免許証など年齢

のわかるものを持参ください。）

また、この日より緑が美しい庭園

でのお茶仰を始めます。野外での気

楽ないっぷくをお楽しみくださし、。

期間 1 1) lまでの師週土.l=J .祝日

（耐天中止）

お茶券付入場券（お蝶子付）＂・ 1,000円

救急フェアー
救急車がけ9番通報を受けてから

現場に到前するまでの全国の平均時

1111は、5～6分です。

もし、この空白時間に適切な応急

手当が行われていれば、－。

その場にJr}合わせた Iあなたjの

迅速な応急手当と119番への通報

が、尊い人命を救います。

日時 9)-15日（LJ）午前101時から

午後l時まで

ショッピングセンター

「アスカj

－応急手当の基礎知識の講習

・尚規格救急11｛、救急資器材

の展示

※なお、 PTAや事業所等の各隣同体

を対象とした救急処開講習を随時受

け付けています。諦宵を希望される

｜司体は、消防署救命救助係（乞：：83-

0009）まで申し込みくださL、

対象

場所

内容

らせお姐

～納税は便利な口座振替で～

入善警察署
管内

国民健康保険税 （第2期）

物損事故

323 
(305) 

92 
(90) 

交通事故発生状況調
7月末現在｛ ）内は前年同月比

人身事故

件滋｜死者｜傷者

計官
町の工事発注状況（500万円以上）

一このコーナーはlllfが入札したものを掲載しています一（Hll.7.1～7.31) 

草月日目T

。今日の納悶。10/1⑥～ 10/7~ボは道路標識週間です。 道路標識は道路の安全な利用のための重要な施設です。
；下｜，い情報第三者；：；.，.）－ ; I 写会かに弓イづ本山内tr.十三j:I.上 三、

主；

6.i20.000[f！民間1折計t務店JV［金111司財政調

~ ~省名紛れて在額B信じ地先｜完成予定

I J!V.8n Jir川新

千う

l健ill検出；J•Ji業

1時川新＊印紙：改良T.・Ii 

市
中

危険物取扱者試験
試験の種類 申・乙・丙種

試験日 I l月7日（日） ・l4U(ll)

試験会場 7日（口）は富山工業高校

14日（Hlは魚津工業高校
- 21 
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受付期間 平成ll年9月l日（水）か
ら9JJ21l:l（火）までの午前sr時30
分～午後5時（土 ・日は除く）
申し込み ・問い合わせ

干939-0741朝日町泊555 特別

養護老人ホーム「有磯苑J(ll82-

2200) 

臣認E墨軍璽謹－圏
採用予定職種及び人員等

看護服員（パート）－…－－－…若干名

寮母補助員 一一…・… 一若干名

入浴介助員 －－・…一… …若干名

清掃員 一 一・－……一…若干名

申込受付期間

平成iI q: I l月l「I（月）以降随時
選考方法 書類及び面接審査

E冨盟霊密室容量E
社会福祉法人何機会では、特別援

護老人ホーム有磯苑の増床に伴い、

職員を募集します。

採用予定人員

b介護職員 …………一・・・JO数名
b看護峨員（看護婦 ・士及び準看護
婦・士）・…・…・・.....…・・・若干名

受験資格

b介護職員
間利39if4月2円以降に生まれ
た人で、高等学校以上を卒業した人

または平成l2{f 3月までに卒業見
込みの人

b看護職員（看護婦 ・士及び準有護
婦・士）

fi'83-3700 情報

寄金で新鮮な野窯はいかがですか
ーなないろ朝市、野菜100円市開催中 一

毎週水曜日、午前9時から午後4時までの時間帯に取れたての
野菜を100円で販売しています。

9月の開催日は、1・8・15・22・29日です。

［デーリー隊員］

日時 9月16EI（木）午前81時から
サンリーナで受付けます。午前8時

45分出発。午後3時ごろ黒部市役
所長IJ泊。帰りの交通手段は各自で用

意してください。

参加費 500円

対象 どなたでも参加できます

［見送りウオーカー］

出発地点などから l～2～を少い

て円山解散です。参加賀は11!~料です。

問い合わせ先

朝ド｜新聞紅伊能忠敬プロジェク ト事

務局（岱03-5541 -8965) 

．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

※応募要項、 Iii品申込書は、ふるさ
と美術館、教育委員会、役場受付け、

福祉センタ一、アスカにあります。

同時開催朝日町小中学校美術展

伊能ウオーク参加者
全悶をわたり歩く f平成の伊能忠

敬ニッポンを歩こう211止紀への

100万人ウオークJ（伊能ウオーク）

が9月15卜i、新潟県南海町から朝

臼町に到着し、 16日には県部Iriま

で歩きます。そこで、サンリーナか

ら黒部市役所までを歩く方などを募

集します。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

~ 健

陶芸体験

〈手びねりコース〉 1,500円

湯飲みや灰Illlなどを作ります

（手びねり・絵付けコース） 2,000円

成形と絵付けを体験できます。

〈絵付けコース〉 1,000円～

カップや湯飲みなどの中から絵付け

体験できます。

〈体験時間〉 午前91時～午後411守

アゼリアホール情報
会場

対象

fi'83・2000

アゼリアふだんぎコンサート秋
9同17日（金）

受理
＊人総a 年齢 賃金 獄鍵場所 採用 百亀 倍 経 験

種号 ドれ＇＂ l・fl 体 日 人獄 免 Eヰ 号事

土 木絡 工 tiI璽 22才～ 150.000～ 
軍司 笹川

2 
1級叉！62級土木路工

50才 336.000 自他｛草創体自力レノターによリ｝ 管Ile銭士

2 種 鑓婦 ｛士） 20才～ 167.560～ 査車 道下 舗滋婦｛士｝
；桂窃 縫 婦（士） 45才 167.560 他 （交舗によリ｝ 准む思燭 ｛士｝

3 理 学 療 法士 25才～ 188.000～ 
紛 道下 大学、専門学般寧

60才 200.000 他（病院勤務表により） 理学療法士

4 鴻 liiび ん お 工 20才～ 135.000～ 
事時 現

2 
高卒穆度

45才 146.250 包視、年｛本理日j 普通自動車免際

5 配 官官 ヱ18才～ 200.000～ o~. ：泊
総通自動車免終

60才 350.000 自他 ｛希望に応じて）

6 土 木作策 責 18才～ 215.000～ 
鰯 泊

4 普通自動車免許50才 301.000 目視、第2・4土雌日 量僚主＊車工曹司揖士免紛れ：;i:Jl

7 薬局 銅 剣 22才～ 230.000～ 
朝．泊 大学卒

店頭販 売 55才 230.000 日祝、士服用3固体み 車庫担割錫

8 ；葺客サービス 203才5～才 1.500 
軍需 平柳

4 本間
｛パート） ｛時間総｝ 日用｛相鉄の上｝

9 ！；！子 部品械笹 18才～ 700 
粉河山

10 高卒程度
｛パー ト ） 40才 (8寺悶鎗｝ 目視、第2・4土昭白

10 ヘ ル パー 50才 750～820 
紛．道下

1 不問
｛パ ート ｝ 以下 (8者間銘） ｛也、（交笛で休む｝

平成ll年9月分大 ホット求人情報交

22-

0 f求人情報一覧表Jもご利用下さL、。
0詳しいことは、 f~lll!公共l機業安定所朝日分£t?82-0 198へお問い合わせ く ださし 、。

1人でも多く、障害を持つ方々の働く場が得られるよう、事業主の皆
守 ι庁、ザTIB総 ザ ttl.ii本主主面百I.¥I , ：！＇す 内

場

門

会

部

朝日町児童生徒作晶展
アゼリア1Fロビー 10:00～18:30 

9/18・19

応募期限
町民力レッジ
講師 ：逸見晴江さん

演題 f信念と思いやりの夫、逸見政孝j
開揚 18:30 開演 19:00 

＼入場は無料です。多数の皆さんのご来場をお待ちしています。

9/28 

09同は障害者雇用促進月間です。

第20回朝日町美術展
期間 10月301:1（土）

～l l月3日（水）

アゼリアホーJレ

絵柄、書、彫刻 ・工芸 ・デ

ザイン、写真

応募資格 JUT在住、勤務及び通学す

る人て・高校生以上の方

ion 11F1（円）
搬入は10月27日（水）

問い合わせ先

ふるさと美術館（tt82-0094)

昭和34~1:: 4.Fl 2日以降にと1：.まれた
人で、 当該資格を有する人または平

成12年3月までに取得見込みの人
住所要件（9月1日現在）

いずれの職種も、下新川郡、黒部

市に住所を有する人、または学業等

のために転出している人

試験日 平成ll年10月J7R (11) 
場所 特}JI］誼護老人ホーム有磯苑

内容 作文試験、面接試験

受験申し込み方法

職員採問試験巾込書に次の帯頒を

添付し有磯苑へ提出してくださも、。

①履歴書（写貞添付）

②平成12年3月末までに卒業見込
みの者は卒業見込み証明書

③看護職員については免許状の写し

なかよし広場一育児相談ー
～朝日町保育士会～

保育所で親子のふれあいを深めた

り、お母さん｜司：l：の交流を図ったり

して、楽しいひとときを過ごしてみ

ませんか。お気軽にお越しくださL、

日時 I O月6仁I(;J<）午前9時30分

～l 1 時30分
大家圧保育所（tt82-0501)

保育所入所前の乳幼児と親、

家族

※参加賀は無料です。次回はll月

に実施の予定です。ご希望の方は、

、当日会場へおいでくださし、

あじわい館の9月の営業
全館休館 7・14・21・28LI

あじわい館休館 19日併問

20・29l::J

．．．．．．．．．
．．．．．．
．．．．．．．．．．．
．．．．．．
．．．．
 

吹きガラス体験
コップ、ぐい飲み、一輪ざしのljI 

から lつ選んで体験しませんか。
〈体験日〉 毎週土・日・祭日

午前10時から5名

午後2時から5名

盆） 3,000PJ 〈料

午後6時30分間場
午後7時間演

「ショパンコンクールの
お話とピアノl

ピアノ：高橋多佳子
当日券 1,500円

※次凶は12月23円に

rx’masコンサートjが行われます。
マリンパ ：藤井むってf
ピアノ。岡凹知子

〔町の人口〕平成11年8月18現夜

明 人口 16,601人（－27)
男 7,813人（－23)
女 8,788人（・4)
世得数 5, 113 (-4) 

（ ）は前月比

・お問い合わせ ii;. 

朝日町役場総務課秘書広報係
〒939-0793
朝日町道下1133
tt83-1100 FAX83-1109 
．ホームページ
http://www.town.asahi目
toyama.jp/ 
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は
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・1999.9.1 
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「少
年
と
鵜
」

紙
本
着
色

・
額
装
の
む
ら
清
六
作

（

1
9
1
6
3
1
9
9
5） 

⑫ 

弥生町

，－ 
"' ιJ 

i:R:F町

ド迫｜ζ

由市

争
中膝克飛（男）葉忠三

J_!l 

J}j 

~ 

I Li I~奇を渓（女）季ょ供

森木－~翁（9j) ~11111会

、ド

議（兇）~る史

f 

ゅう~＜ _,_ 

竹谷友作（兇）事巧弘

扇扇画

l)f；・9 守、

l明盟（女）実

つt日 開

水島製（男）露

平川

泉

ヲ

7/13 

7/J4 

7/7 

少
年
の
川
市
カ
ラ
ス
の
附
き
ご
え

そ
の
お
き
な
い
メ
ロ
デ
ィ
だ
け
が

交
錯
し
な
が
ら
・．

空
の
ど
こ
か
ら
か
き
こ
え
て
く
る
よ

う
な
も
の
う
い
（
ま
っ
た
く
）

6
月
の
野
の
片
す
み
に

わ
た
し
は
、
ぼ
ん
や
り
す
わ
っ
て
い

、
回
。

代
1

ふム

S
H
H
a
ノ
バ
」

少
作
は
邪
を
方
に
の
せ
口
筒
を
ふ

く
。
モ
デ
ル
の
少
年
は
、
消
六
の
た

だ
独
り
の
愛
児
。
何
か
悲
し
げ
に
速

く
に
制
綿
を
お
く
少
年
と
、

H
M
く
悦

ん
だ
限
を
し
た
鶴
は
、
共
通
な
巡
命

を
担
う
よ
う
に
少
年
に
寄
り
添
う
。

6
月
の
野
に
立
つ
少
年
の
心
は
、
断

く
乾
い
て
孤
独
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ

て
い
る
。
こ
の
時
期
の
消
六
の
テ
ー

マ
は
人
庄
の
誕
愁
と
苦
悩
、
深
刻
な

ま
で
も
人
生
の
意
味
を
問
い
た
だ
す

も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
作
品
は
、

第

8
M新
興
美
術

旭ケ丘

II汀

下111irr

..!.: 

,:_-.;J.;: .• _, 

一夜

7/J 6 

おしあわせに

樹

美

秀

l狐

ih長

キサ

耳u江型f樹火－水

長野県理IP映子ι； 

lllf t五朗
． 
1;I ¥.I 

’i’~n・1下il ！毛

院
艇
に
山
川
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
回
を
最
後
に
退
会
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
山
祈
附
巳
人
、
行
川
山
郷
や
、

長
崎
英
人
と
と
も
に
日
本
表
現
派
を

附
利
お
作
2
刀
に
結
成
し
、
第
l
同

日
本
表
現
派
展
を
開
催
し
て

い
る
。

こ
れ
よ
り
先
に
、
制
H
町
に
お
い
て

蛭
ハ
什
の
山
の
名
か
ら
と
っ
た
樫
作
山

田
人
後
扱
会
の
席
上
で
新
聞
体
を
興

そ
う
と
い
う
相
談
が
持
ち
上
が
っ
た

の
が
そ
の
発
端
と
な
っ
た
。

～メ

・
川
学
芸
は
九
引
い
文
子

J/i 

f(1tit1ti 

給

f i努香

司王j宰

本

あさびの美術

一 日本表現派の作家たち一

一般200円

8月28日（土）～10月11日（月）

小中高100円

休館日は火曜日

t}I. 

由f.i

)fl 

出荷

－ea 

・
£’ss
 

．．
 
，
 

，
 

ιva 

li1; 

，.－，、

－~~ぬ←． F町，.. 
‘ 

ir’jノI<！町

24・・圃

9 
傍聴 月
の

主決議.0. 
みま z
まり日
せ ま平が呈
ん し
ザi、、 た

9
月
川
円
（
金

提
案
理
耐
説
明

細
部
説
明
質
縦

9
月
日
日
（
木

代
表
質
問

9
月
げ

H
（金

一
般
質
問

9
月
初
日
（
月
）
i
幻
日
（
水
）常
任
委
以
会

9
n
M川（
金）

委
員
長
報
告

討

論

際

決

議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
議
会
事
務
局
（
宮
役
場
内

線

3
3
1）へ
。

:t'tiJ./I『f

淀川二ll'I 

di¥ 

if｛川内rn
・，，柳一区

池rr111r

辻：≪；－di奇

司、：w1笠

lj I i,'(!J!f 

仇：

1
 
1
 
1
 

i
 
t
 

－－ 

を

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

 

0

7

6

5

4

0

3

1

7

1

6

6

3

9

6

 

7

8

7

8

6

7

7

7

6

7

7

6

7

7

9

一

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

 

ごめいふく

見

スミ子

伝子

松

川

旅

夫

平lj

平；

？？ 

IH 

？？ 

扇

山
尚
折
長 l崎

ヰII

作｝欠郎

奥lj

下代T'J

行雄

すみ子

幸 吉

重次

キヨシ

－ 
....L ツ

？軍

Iii有

山
中
述
上

高官

｜凋

Ill 

llJ 

回

松

高

森

本

山

新

山

安

川
E

－－－
E
B

－－E
 


